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1. Introduction 

はじめに 

 企業の長期的成功の主な要因は，新製品の開発と発足を続けることの 2 つであるため(Prins &Verhoef, 2007)，

企業は常に新しい製品を開発し，市場への導入を成功させなければならない(Hess, 2009) 

➢ しかし，市場への導入に成功したイノベーション（革新的製品，新奇性が高い製品のこと）の割

合は著しく低い(Andrew & Sirkin, 2003; Gourville, 2006) 

➢ その上，失敗したイノベーションはおよそ 40～55％にも上ると言われている(Castellion & Markham, 

2013) 

 イノベーションの失敗は，投資でネガティブなリターンを受け，その結果，長期的には企業の競争力

を脅威にさらす可能性もある(Bayus, Erickson, & Jacobson, 2003) 

➢ 多くのイノベーションの失敗は，消費者のイノベーションに対する拒否（innovation resistance）

によって引き起こされるため，消費者の採用行動（adoption behavior）は企業の深刻な懸念であ

る(Heidenreich & Spieth, 2013; Hess, 2009) 

イノベーションの拒否について 

 イノベーションの拒否に関する研究は科学的調査(Ellen, Bearden, & Sharma,1991; Heidenreich & Handrich, 2014; 

Laukkanen, Sinkkonen, & Laukkanen, 2008; Ram, 1989; Reinders, 2010; Sheth,1981)とマネジメント実践(Garcia, Bardhi, & 

Friedrich, 2007; Gourville, 2006)の両方で確認されている 

➢ 先行研究では，イノベーションの拒否を 2 種類に区別している(Heidenreich & Handrich, 2014) 

(1). 積極的なイノベーションの拒否 

新製品の評価時に生じ，心理学的・機能的な障壁によって引き起こされる，新製品に対するネガ

ティブな態度のこと 

(2). 消極的なイノベーションの拒否 

新製品の評価前に無意識のうちに形成され，変化に抵抗し現状維持に満足する個人傾向によっ

て，イノベーションを拒否する性質のこと 

 イノベーションの拒否をもたらす根本的な原因を調査した研究はほとんどない(Heidenreich & Spieth, 2013; 

Kleijnen,Lee, & Wetzels, 2009; Laukkanen et al., 2008) 

➢ 一方，消費者の採用行動研究は，採用行動の促進やイノベーションが普及する要因の検討に焦点

を当ててきた(e.g.,Im, Bayus, & Mason, 2003; Rogers, 2003) 

➢ 数少ない研究で，新製品の採用に関わるイノベーション特有の障壁が検討されてきた(e.g.,Ellen et 

al., 1991; Kleijnen et al., 2009; Kuisma, Laukkanen, & Hiltunen, 2007; Laukkanenet al., 2008) 

 しかしそれは，製品に固有の要因から生じるネガティブな態度としての，積極的なイノベー

https://doi.org/10.1016/j.joep.2015.09.003
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ションの拒否に着目したものである 

 消費者がイノベーションを拒否する一般的な性質を調査する研究，つまり消極的なイノベ

ーションの拒否はほとんど無視されたままである(e.g.,Nabih et al., 1997; Talke & Heidenreich, 2014) 

 消極的なイノベーションの拒否が，イノベーションの重要な阻害要因であることが検証されれば，変

化に対する抵抗感が強かったり，現状に対する満足度が高かったりする消費者は，必ずしもイノベー

ションに対してオープンであるとは限らないことを示す 

➢ そうであれば，これまでの採用行動研究は，消費者が基本的に新しい製品に対してオープンで，

イノベーションを評価し採用を望んでいるという偏った前提（pro-change bias という）に陥り

がちだったことになる 

➢ しかし，上記の検証は，様々な消費者の革新的行動（新製品を求める行動）や研究環境の影響の

可能性を考慮した徹底的な検証が不足している(Heidenreich & Handrich, 2014) 

 先行研究から，抜本的なイノベーションによって誘発される高い刺激量は，高いレベルの消極的なイ

ノベーションの拒否を引き起こし，一方，段階的なイノベーションによって誘発される低い刺激量

は，はるかに小さいレベルの消極的なイノベーションの拒否を引き起こすことが示唆されている

(Heidenreich & Handrich, 2014; Heidenreich & Kraemer, 2015) 

➢ 消極的なイノベーションの拒否を検討する上で，知覚される刺激によって調整される交互作用

が見られるかどうか，どのように作用するのかについての実証研究が不足している 

本研究の目的 

✓ 本研究は，消極的なイノベーションの拒否が様々なタイプの革新的消費者行動に及ぼす抑制的役割

と，知覚された刺激との交互作用について理解を深めることを目的とする 

2. Conceptual development and research model 

2.1. Passive innovation resistance 

積極的なイノベーションの拒否 

新製品の評価時に生じ，心理学的・機能的な障壁によって引き起こされる，新製品に対するネガティブな

態度のこと 

 新製品を評価する際，消費者はその製品の属性（attributes）に基づいてイノベーションに対する態

度を形成する(Talke & Heidenreich, 2014) 

➢ その際，認識されたイノベーションの属性の一部が期待に沿わない場合，機能的・心理的な障壁

が生じる(Heidenreich & Spieth, 2013; Ram & Sheth, 1989) 

➢ これらの障壁が採用者に固有の許容レベルを超えるとすぐに，消費者は新製品に対して否定的

な態度を形成し，その結果，積極的なイノベーションの拒否が生じる(Talke & Heidenreich, 2014) 

➢ その結果，積極的なイノベーションの拒否に遭った新製品やサービスは，ほとんどの場合，拒絶

される(Heidenreich & Spieth, 2013; Talke & Heidenreich, 2014) 

消極的なイノベーションの拒否 

新製品の評価前に無意識のうちに形成され，変化に抵抗し現状維持に満足する個人傾向によって，イノ

ベーションを拒否する性質のこと 

 消費者は一般的に現状を維持しようと努める(Zaltman & Wallendorf, 1983) 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0010
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0015
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➢ しかし，抜本的に新しい技術革新は，変化を課すため，消費者の現状を危険にさらす 

➢ その結果，初期の拒否である消極的なイノベーションの拒否が生じる(Laukkanen et al., 2008; Ram, 

1987) 

 消極的なイノベーションの拒否は，消費者の変化を拒否する傾向や現状維持に対する満足度で決定

されることが示されている(Heidenreich & Handrich, 2014) 

➢ 革新性などの人格特性（新奇性追求傾向に相当）に類似しているが，個人の現状に対する満足度

という状況特異的要因も含んでいるため，より包括的な構成要素である 

 一貫して特定の行動を取る生得的な性格特性ではなく，イノベーションに直面したときの

行動傾向のことを表している 

➢ 変化を拒否する傾向が強い消費者は，既存の習慣を崩すことが難しく，変化に直面するとストレ

スを感じて適応することが難しい(Heidenreich & Spieth, 2013; Oreg, 2003) 

 イノベーションは新しく異なるものとして認識されることから，消費者に変化を強いるた

め，こうした消費者に消極的なイノベーションの拒否が生じ，革新的な消費者行動が妨げら

れたりイノベーションの採用が拒絶されたりする(Talke & Heidenreich, 2014) 

➢ 現状維持に満足する消費者は，試され検証済みの製品に対する満足度が高く，それ以上のイノベ

ーションの必要性を感じない(Dethloff, 2004; Ram, 1987; Talke & Heidenreich, 2014) 

 現状を維持するために，無意識にイノベーションに関する情報の評価が妨げられ（Heidenreich 

& Spieth, 2013; Zaltman & Wallendorf,1983），消極的なイノベーションの拒否が生じ，革新的な消費

者行動が妨げられたりイノベーションの採用が拒絶されたりする(Talke & Heidenreich, 2014) 

✓ 上記の実証的証拠は少ないため，消極的なイノベーションの拒否が様々なタイプの革新的消費者行

動にどのように影響するかについて理論的根拠を示し，仮説を検証していく 

2.2. Innovative consumer behavior 革新的消費者行動 

 Roehrich (2004)が行った消費者革新性に関するレビューによると，革新的消費者行動は，傾向的側

面をとらえるタイプと，行動的側面を捉えるタイプの 2 つに分けられる 

(1) 採用型革新性 

新製品を購入する傾向を反映し，傾向的側面を捉える 

(2) 実現型革新性 

消費者のイノベーション購入が他の消費者と比べてどの程度先行しているかを反映し，行動的側面

を捉える 

 したがって，消極的なイノベーションの拒否が革新的消費者行動に及ぼす抑制的役割を検討するた

めに，採用型革新性と実現型革新性の両方に対する効果を評価する 

2.2.1. Actualized innovativeness 実現型革新性 

 実現型革新性は，消費者の新製品の採用行動（つまり新しいアイデア，情報，製品を実際に獲得する

こと）(Im et al., 2003; Midgley & Dowling, 1978)が他の消費者よりも比較的早く新製品を採用する度合いを示

す，早期採用の指標のことである（Bartels & Reinders, 2011; Lee, Khan, & Mirchandani, 2013; Midgley & Dowling, 1978） 

➢ 個人の特性や性質ではなく，実際の消費者行動のことを意味している 

 変化を拒否する傾向が高い消費者ほど，新しい IT システムを試したがらないことや(Oreg, 2003)，新

技術の採用意思が低いことが示されている(Nov & Ye, 2009) 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0020
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0025
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 現状に満足している消費者ほど，別の優れた手段を採用する傾向が低く(Ellen et al., 1991)，新しいサービ

スを利用する意思が低いことが示されている(Falk, Schepers, Hammerschmidt, and Bauer, 2007) 

H1：消極的なイノベーションの拒否は実現型革新性を低下させる 

 

2.2.2. Adoptive innovativeness 採用型革新性 

 採用型革新性は，刺激欲求 (Berlyne, 1960) と独自性欲求 (Snyder & Fromkin, 1980) の 2 つの中心的欲求に

基づいて新製品を購入する傾向のことである(Roehrich, 2004) 

➢ したがって，採用型革新性は，刺激欲求と結びついた快楽主義的革新性と，独自性欲求と結びつ

いた社会的革新性という，互いに関連するが異なる 2 つの構成要素にさらに区別できる 

 快楽主義的革新性の高い消費者は，多様性を求め，革新的で新しい製品を試したがり，見慣れない製

品を買う機会を楽しみ，刺激的な消費経験を得るためにしばしば購買行動を変える(Baumgartner 

&Steenkamp, 1996; Van Trijp, Hoyer, & Inman, 1996) 

➢ 快楽主義的革新性は，新製品の購入数と正の相関があり (Roehrich, 2004)，新製品の採用の先行条

件となる(Heidenreich & Spieth, 2013) 

➢ 一方，消費者の変化を拒否する傾向と刺激欲求との間に負の相関が確認されており(Oreg, 2008)，

消極的なイノベーションの拒否と消費者の新規性・多様性を求める意欲との間に負の相関が確

認されている(Heidenreich & Handrich, 2014) 

H2：(a)消極的なイノベーションの拒否と快楽主義的革新性は負の相関があり，(b)快楽主義的革新性は

実現型革新性と正の相関がある，というように，快楽主義的革新性は，消極的なイノベーションの拒否が

実現型革新性に与える負の効果を媒介する 

 

 社会的革新性とは，消費者が社会システムの他のメンバーに比べ，どの程度早くイノベーションを採

用したがるかを指すため(Goldsmith & Hofacker, 1991; Im et al., 2003)，社会的革新性の高い消費者は，他者よ

りも早く新製品を採用することに熱心である(Bruner & Kumar, 2007) 

➢ 社会的革新性は，新製品の購入数と正の相関があり (Roehrich, 2004)，新製品の採用の先行条件と

なる(Goldsmith and Hofacker, 1991) 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0030
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➢ 一方，消費者の変化を拒否する傾向と独自性欲求との間に負の相関が確認されており(Oreg, 2008)，

消極的なイノベーションの拒否と他者よりも早く新製品を採用したいという意欲との間に負の

相関が確認されている(Heidenreich & Handrich, 2014) 

H3：(a)消極的なイノベーションの拒否と社会的革新性は負の相関があり，(b)社会的革新性は実現型革

新性と正の相関がある，というように，社会的革新性は，消極的なイノベーションの拒否が実現型革新性

に与える負の効果を媒介する 

 

2.3. Moderating effects of perceived stimulation 

 冒頭で述べたように，革新的な消費者行動に対する消極的なイノベーションの拒否の抑制的役割を

十分に評価するためには，消極的なイノベーションの拒否の直接効果と知覚刺激の調整効果の両方

を考慮することが必要である 

 知覚された刺激とは，一般に，個人がある時点で知覚するあらゆる情報源からの刺激の量を指す

（Steenkamp, 1996;Steenkamp&Baumgartner, 1992;Wahlers & Etzel, 1985） 

➢ 日常生活で多くの新しいことや変化を経験する個人は，安定した生活を送っている個人よりも

知覚される刺激のレベルが高くなる 

 先行研究では，個人の実際の刺激レベル（ASL）と最適刺激レベル（OSL）を区別している（Steenkamp, 

1996;Steenkamp & Baumgartner, 1992;Wahlers & Etzel, 1985） 

➢ OSL とは，その人が好む刺激のレベルを指し，あらゆる可能な状況や時間を通じて，内外のあ

らゆる刺激源を含む（Menon & Kahn, 1995; Steenkamp, 1996; Zuckerman, 1979） 

➢ ASL とは，個人が特定の時点で全ての刺激源から経験する刺激量を指す(Menon & Kahn, 1995; 

Steenkamp, 1996; Wahlers & Etzel, 1985) 

 ASL が OSL より大きい場合，理論的には，人が環境から受ける刺激が多すぎる状況である(Gierl et al., 

1999; Wahlers & Etzel, 1985) 

➢ このような状況では，人は刺激を避けたり緩和したりして，OSL と ASL の均衡を回復しようと

する(Gierl et al., 1999; Orth & Bourrain, 2005) 

 刺激探索と刺激回避は ASL が OSL を下回るか上回るかに依存するため，OSL が低い場合

と ASL が高い場合の両方で，実現型革新性に負の効果がある可能性（Orth & Bourrain, 2005） 

 以上のことから，消極的なイノベーションの拒否が高い人は，低い人よりも，刺激や新奇性に対する

ニーズが弱いため（Oreg, 2003;Talke & Heidenreich, 2014），最適な刺激量の OSL はかなり低いと考えられる 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0035
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➢ また，知覚される刺激量が多いほど，ASL は高くなるため，ASL が OSL を上回る程度は，消極

的なイノベーションの拒否と知覚刺激の両方が高くなるにつれて大きくなると考えられる 

➢ ASL が OSL を上回ると，均衡を保つために刺激回避を行うようになり，それによって実現型革

新性に負の影響を与える 

H4：消極的なイノベーションの拒否が実現型革新性に与える負の効果は，知覚された刺激のレベルが高

いほど増加する 

 

2.4. Covariates 

 先行研究は，社会人口統計学的特性も実現型革新性に影響を与える可能性を示唆している（e.g., 

Heidenreich & Spieth, 2013; Im et al.2003; Venkatraman & Price, 1990） 

➢ したがって，年齢，教育レベル，年収を共変量としてフレームワークに含めた 

3. Effects on innovative consumer behavior across technological products 

3.1. Data 

 参加者はウェブベースのアンケート調査に参加 

 記入漏れなしの 681 名の回答が集まった（58.4％男性・平均 29.2 歳，41.6％女性・平均 30.1 歳） 

➢ 参加者の 44.3％は高卒・中卒(6.8％)で，33.0％の参加者は大卒・他の学位を持っていた 

➢ 収入分布は年収 35,000 ユーロ以上が 26.2％のごく普通の分布 

3.2. Measures 

消極的なイノベーションの拒否 

 ①変化を拒否する傾向，②現状に対する満足度，の２つの 2 次元因子で構成されている(Heidenreich and 

Handrich, 2014) 

➢ ①変化を拒否する傾向は 12 項目で，⑴ルーティンの追求，⑵課せられた変化への感情反応，⑶

短期集中，⑷認知的硬直性を表す 4 因子で構成されている 

➢ ②現状に対する満足度は 6 項目で，⑴イノベーションの程度に対する満足度，⑵既存製品に対

する満足度を表す 2 因子で構成されている 

実現型革新性 

 回答者が調査時に所有していた 14 種類のハイテク製品の数を評価することで測定 

➢ 製品のライフタイムステージと消費者の採用タイミングを考慮した補正を行った 

➢ 上記のスコア補正を各製品行い，個々の製品のスコアを合計して回答者のスコアを算出した 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0040
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0045
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0050
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0055
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社会的革新性 

 Bruner & Kumar (2007)の技術的革新性尺度で測定 7 件法 

➢ 消費者が新しい技術的製品を他者よりも早く採用しようとする意欲を測定 

快楽主義的革新性 

 Van Trijp et al.’s (1996)の新製品探索的獲得尺度で測定 7 件法 

➢ 新奇性や多様性を追求する意欲を測定 

知覚された刺激 

 Helm (2001)の変化‐追求間の主観的差異指標で測定 

➢ オリジナルは 7 つの回想項目からなっており，そのうち４つは本研究で知覚された刺激を操作

するために修正した 

3.3. Analysis 

 仮説の検討には，component-based 構造方程式モデリングを用いた（部分最小二乗法パスモデリング[PLS-

PM];Vinzi & Russolillo, 2013） 

➢ 共分散ベースを使用しなかったのは，⑴PLS-PM が標本分布やサイズに関する仮定が厳しくな

いこと(Chin & Newsted, 1999)，⑵高次構造の因子は共分散ベースでモデル化できないが，PLS-PM

では実装できることから(Chin, 2010) 

 全ての変数を標準化し，PLS-PM アルゴリズム（Hair, Hult, Ringle, & Sarstedt, 2014）を用いて，全ての直接

効果および交互作用を含むモデルを推定した(Fig. 1) 

 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0060
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3.4. Results 

消極的なイノベーションの拒否の階層的構成が適切であるか確認 

Table 1 参照 

 PCA（探索的主成分分析）で 1 次構成要素の内容的妥当性を評価した 

➢ 全ての指標の負荷量（loadings）は臨界値の 0.7 を上回り，全ての一次構成概念の複合信頼性

（composite reliabilities）は 0.88～0.97 と高かった 

➢ さらに，全ての測定の平均分散抽出量（AVEs）はカットオフ値の 0.5 を上回った 

 次に，第 2 次・第 3 次構成要素の良さを評価した 

➢ ブートストラップ法で 2 次の重みの有意性を決定 

➢ 2 次因子の①変化を拒否する傾向は，全ての 2 次の重みが有意 

 つまり全ての 1 次構成要素の，⑴ルーティンの追求，⑵課せられた変化への感情反応，⑶

短期集中，⑷認知的硬直性の全てが，変化を拒否する傾向に対して有意な寄与因子である 

➢ 2 次因子の②現状に対する満足度も，全ての 2 次の重みが有意 

 つまり全ての 1 次構成要素の，⑴イノベーションの程度に対する満足度，⑵既存製品に対

する満足度の両方が，現状に対する満足度に対して有意な寄与因子である 

➢ 3 次因子の消極的なイノベーションの拒否には，①変化を拒否する傾向と②現状に対する満足度

の両方が有意だった 

 消極的なイノベーションの拒否の形成にこれらの重要性が実証的に証明された 

 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0065


2022/12/06 D1 服部エリーン彩矢 

9 

 

快楽主義的革新性，社会的革新性，現実型革新性，および知覚された刺激の項目の確認 

Table 2 参照 

 PCA（探索的主成分分析）で上記の内容的妥当性を評価した 

➢ 全ての指標の負荷量（loadings）は臨界値の 0.7 を上回り，全ての複合信頼性（composite 

reliabilities）は 0.8 を上回った 

➢ さらに，全ての測定の平均分散抽出量（AVEs）はカットオフ値の 0.5 を上回った 

 

仮説の検証 

Fig. 2 参照 

 Smart-PLS 2.0 (Ringle, Wende, & Will, 2005) を適用し，パス係数と有意性を調べることによって，構造モ

デルレベルで仮説を検証した 

➢ モデルの説明変数の𝑅2は，社会的革新性が 0.20，快楽主義的革新性が 0.41，実現型革新性が 0.52

であり，推定値とデータの適合性が高いことが示された 

➢ モデルの予測力をブラインドフォールディング法で評価したところ，Q2 値は 0.16（社会的革新

性），0.29（快楽主義的革新性），0.50（実現型革新性）であった 

 全ての Q2 値が 0 以外であるため，モデルの予測力が確認された（Geisser, 1974; Stone, 1975） 

➢ VIF 値は 1.84 であったため，多重共線性はないと考える 

 H1 が支持された 

➢ 消極的なイノベーションの拒否は実現型革新性に対して負の効果が有意（b=-0.23,p<0.01） 

エリーン彩矢 服部
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 H2 が支持された 

➢ 快楽主義的革新性は消極的なイノベーションの拒否が実現型革新性に与える負の効果を有意に

媒介した 

 (a)快楽主義的革新性は消極的なイノベーションの拒否と負の相関を示し（b=-0.64,p< 

0.01），(b)実現型革新性とは有意に正の相関を示すが非常に弱い（b= 0.08,p< 0.05）ことが

示された 

 媒介効果を検証するために，変数の媒介的役割を評価するための Baron and Kenny (1986) の提

案に沿って開発された PLS-PM 手順に従った (Helm, Eggert, & Garnefeld, 2010) 

⚫ 媒介の有意性を検証するために計算された z 値は 2.43（p<0.05）であり，これは媒介

効果の形成を確認するものであった 

 間接効果の大きさを推定するために，間接効果と全体効果の比率を示す VAF（Variance 

accounted for）値を使用した 

⚫ VAF 値は 0.18 であり，つまり間接効果は，実現型革新性に対する効果全体の約 18%

を説明していることが示された 

 H3 が支持された 

➢ 社会的革新性は消極的なイノベーションの拒否が実現型革新性に与える負の効果を有意に媒介

した 

➢ (a)社会的革新性は消極的なイノベーションの拒と負の相関を持つが (b=-0.43,p< 0.01) ， 

(b)実現型革新性とは正の相関を持つ (b= 0.53,p< 0.01)ことが示された 

➢ 媒介の有意性を検証するために計算された z 値が 11.29（at p<0.01）であることから，媒介効果

が確認された 

➢ 間接効果と全体効果の比率を示す VAF 値は 0.49 となり，消極的なイノベーションの拒否が実

現型革新性に与える効果の約半分が，間接効果で説明されることが示された 

 H4 が支持された 

➢ 知覚された刺激は，消極的なイノベーションの拒否の実現型革新性への効果を有意に，わずかに

負の効果を増加させる調整効果が見られた（b=-0.07, p<0.05） 

➢ 交互作用の知見をグラフ化した（Fig. 3） 



2022/12/06 D1 服部エリーン彩矢 

11 

 

 

 

 

エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部


エリーン彩矢 服部




2022/12/06 D1 服部エリーン彩矢 

12 

 

4. Effects on innovative consumer behavior within new product evaluations 

4.1. Data 

 前回の調査と同じ参加者 681 名 

 新製品評価に消極的なイノベーションの拒否が与える効果を調査するために，身近な製品の携帯電

話を扱った(Heidenreich & Kraemer, 2015) 

 予備調査で，イノベーションマネジメント分野の専門家が，大量の革新的な携帯電話のコンセプトの

中から適切な 9 つの携帯電話を特定した 

➢ この携帯電話に関して，新規性の高い属性の記載と対応するベネフィットの記載をもとに，44

人の消費者が Moreau et al. (2001) and Hess (2009) の 2 つの項目を評価した 

 刺激の抜本的な革新さ（「この技術製品は既存の製品のマイナーチェンジである」）と，知覚

される行動の変化量（「この製品の使用はかなりの行動変化を必要とする」） 

 予備調査の評価をもとに，最終的に 3 つの携帯電話（段階的新製品，dynamically continuous 製品，抜

本的新製品）を本調査に使用することにした 

 参加者は，上記 3 つの製品の 1 つに割り当てられた 

4.2. Measures 

消極的なイノベーションの拒否 

 Heidenreich and Spieth (2013)の①変化を拒否する傾向，②現状に対する満足度，の２つの 2 次元因子で構

成されている尺度で測定 

社会的革新性 

 Goldsmith & Hofacker (1991)のドメイン別尺度を用いて，社会的革新性を回想項目で測定 

快楽主義的革新性 

 Van Trijp et al. (1996)のドメイン別新製品探索的獲得尺度で測定 

➢ 4 つの回想項目から構成される 

実現型革新性 

 参加者が３つのうち割り当てられた新製品を採用する意思を，「可能性が低い／高い」，「かなり可能

性が低い／高い」，「きわめて可能性が低い／高い」の 7 件法で測定（Kulviwat, Brunder, Kumar, Nasco, & 

Clark,2007) 

知覚された刺激 

 新製品評価における刺激の知覚量は，製品の革新性の知覚量によって決定されるため，刺激の知覚量

を評価するために Moreau et al. (2001)の尺度を使用した（予備調査の 1 つ目の項目と同じ） 

4.3. Analysis 

前回の調査同様 

4.4. Results 

Table 3 参照 

尺度構成や項目の確認 

 消極的なイノベーションの拒否に関して，階層的構成の妥当性を評価するために，第 1 次，第 2 次

の全ての指標の関連性，判別妥当性，多重共線性を確認した（以降省略） 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0070
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0075
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0080
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0085
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0090
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Table 4 参照 

 探索的 PCA を用いて，快楽主義的革新性，社会的革新性，現実型革新性，および知覚された刺激の

内容的妥当性を評価した 

➢ 全ての指標の負荷量（loadings）が臨界値の 0.7 を上回り，全ての複合信頼性（composite 

reliabilities）は 0.7 を上回った 

➢ さらに，全ての測定の平均分散抽出量（AVEs）はカットオフ値の 0.5 を上回った 

仮説の検証 

Fig. 4 参照 

 Smart-PLS 2.0 (Ringle, Wende, & Will, 2005) を適用し，パス係数と有意性を調べることによって，構造モ

デルレベルで仮説を検証した 

➢ モデルの説明変数の𝑅2は，社会的革新性が 0.45，快楽主義的革新性が 0.34，実現型革新性が 0.26

であり，推定値とデータの適合性が高いことが示された 

➢ モデルの予測力をブラインドフォールディング法で評価したところ，Q2 値は 0.39（社会的革新

性），0.29（快楽主義的革新性），0.24（実現型革新性）であった 

 全ての Q2 値が 0 以外であるため，モデルの予測力が確認された（Geisser, 1974; Stone, 1975） 

➢ VIF 値は 3.22 であったため，多重共線性はないと考える 

 H1 が支持された 

➢ 消極的なイノベーションの拒否は実現型革新性に対して負の効果が有意（b=-0.25p<0.01） 
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 H2 が支持された 

➢ 快楽主義的革新性は消極的なイノベーションの拒否が実現型革新性に与える負の効果を有意に

媒介した 

 (a)快楽主義的革新性は消極的なイノベーションの拒否と負の相関を示し（b=-0.56,p< 

0.01），(b)実現型革新性とは有意に正の相関を示すが非常に弱い（b= 0.09,p< 0.10）ことが

示された 

 媒介の有意性を検証するために計算された z 値は 1.66（p<0.10）であり，これは媒介効果

の形成を確認するものであった 

⚫ 間接効果と全体効果の比率を示す VAF 値は 0.17 であり，つまり間接効果は，実現型

革新性に対する効果全体の約 17%を説明していることが示された 

 H3 が支持された 

➢ 社会的革新性は消極的なイノベーションの拒否が実現型革新性に与える負の効果を有意に媒介

した 

➢ (a)社会的革新性は消極的なイノベーションの拒と負の相関を持つが (b=-0.66,p< 0.01) ， 

(b)実現型革新性とは正の相関を持つ (b= 0.16,p< 0.01)ことが示された 

➢ 媒介の有意性を検証するために計算された z 値が 2.78（at p<0.01）であることから，媒介効果

が確認された 

➢ 間接効果と全体効果の比率を示す VAF 値は 0.30 となり，消極的なイノベーションの拒否が実

現型革新性に与える効果の 3 分の 1 が，間接効果で説明されることが示された 

 H4 が支持された 

➢ 知覚された刺激は，消極的なイノベーションの拒否の実現型革新性への負の効果を増加させる

調整効果が見られた（b=-0.17, p<0.01） 

➢ 交互作用の知見をグラフ化した（Fig. 5） 
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5. General discussion 

 重要でありながら注目されていない研究領域は，消費者のイノベーションに対する拒否，特にイノベ

ーションに拒否する性質（消極的なイノベーションの拒否）が実際にイノベーションを起こす消費者

行動を阻害しているかどうかということである 

 本研究の目的は，２つあった 

(1)消極的なイノベーションの拒否が革新的な消費者行動の阻害要因になるかどうかを判断すること

(2)知覚された刺激が消極的なイノベーションの拒否の負の効果を高めるかどうかを調べること 

 本研究では，いくつかの興味深い結果が得られた 

1. 消極的なイノベーションの拒否は，革新的な消費者行動の強い阻害要因であり，採用型革新性

と実現型革新性の両方を低下させることが明らかになった 

＜間接効果について＞ 

➢ 2 つの調査の両方で，消費者の新奇性や多様性を追求する意欲（快楽主義的革新性）やイノベー

ションを他者よりも早く入手したいという意欲（社会的革新性）を低下させ，それによって新製

品の採用意思（実現型革新性）が阻害されることを示した 

＜直接効果について＞ 

➢ 消費者の消極的なイノベーションの拒否の程度が高いほど，新製品の採用意思（実現型革新性）

が低いことも示された 

＜示唆＞ 

➢ 消費者は現在使用している製品を過大評価し，新製品のベネフィットは採用に伴う変化の拒否

感により過小評価する(Heidenreich & Spieth, 2013) 

 このように消極的なイノベーションの拒否が高いと，新製品の拒絶確率が高くなり，消費者

の実現型革新性を低下させる 

⚫ 先行研究と一貫している(Heidenreich & Handrich, 2014; Heidenreich & Spieth, 2013) 

  ＜先行研究との差異＞ 

➢ 消極的なイノベーションの拒否が消費者の様々な革新的行動を阻害し，この個人の効果は，同時

に測定された社会的革新性，快楽主義的革新性，実現型革新性でも異なっていることを初めて示

し，先行研究の知見を拡張した 

2. 調整変数であった知覚された刺激についても注目すべき結果が得られた 

➢ 両方の調査で，消極的なイノベーションの拒否と知覚された刺激が，実現型革新性に対して交互

作用効果を持つことが確認された 

＜示唆＞ 

➢ 消費者が環境から高いレベルの刺激を知覚している場合，消極的なイノベーションの拒否は実

現型革新性を低下させる可能性が高いことが明らかになった 

 刺激と探索傾向に負の相関がある先行研究と一貫している(Kahn & Isen, 1993) 

＜先行研究との差異＞ 

➢ 消極的なイノベーションの拒否が OSL に影響を与え，それが知覚された刺激や ASL と交互作

用して実現型革新性に影響を与えることを示し，知見を拡張した 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0095
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 イノベーションに直面したとき，人々の ASL は増加し(Berlyne, 1960)，消極的なイノベーショ

ンの拒否が高い人において最適刺激の OSL は低い 

⚫ 消極的なイノベーションの拒否が高い消費者が抜本的なイノベーション（新奇な製品）

に直面すると，それを拒絶することで刺激を減少させようとする 

 本研究は，最適刺激理論が消極的なイノベーションの拒否の概念に適用可能であることを

初めて示した 

6. Implications 

 消極的なイノベーションの拒否が採用行動に関して重要な前提条件を表す可能性がある，という現

在進行中の学術的な議論に貢献する(Heidenreich & Handrich, 2014) 

➢ ほとんどの研究は，新奇性抵抗ではなく新奇性追求を扱っており，革新的な消費者行動の根本原

因として新奇性追求や刺激や独自性欲求の必要性に焦点を当てている(Chau & Hui, 1998; Menon & 

Kahn, 1995;Roehrich, 2004) 

 しかし，そうした要素と革新的な消費者行動，特に新製品採用との関係は有意だとしても，

弱いことを示している(e.g.,Goldsmith & Hofacker, 1991; Im et al., 2003) 

➢ 本研究の 2 つの調査の両方で，一貫して革新的な消費者行動に対して消極的なイノベーション

の拒否が強い効果を示していることから，追求ではなく抵抗の観点からアプローチすることが

適切だと考えられる 

 採用行動研究において，消費者が基本的に新しい製品に対してオープンで，イノベーションを評価し

採用を望んでいるという偏った前提（pro-change bias という）に陥っている可能性がある，という

現在進行中の学術的な議論に貢献する(e.g.,Rogers, 2003; Sheth, 1981; Talke & Heidenreich, 2014) 

➢ 本研究では，消費者にはイノベーションを拒否する性質（消極的なイノベーションの拒否）があ

り，常にイノベーションに対してオープンであるとは限らないことを示唆した 

 製品の革新性にはメリットだけでなくデメリットが存在する可能性を指摘し，現在の知見に貢献す

る 

➢ 先行研究では，製品の革新性が高いほど市場での成功に有利であるとされている(Hess, 2009; Ziamou, 

1999) 

 しかし，本研究は製品の高い革新性の裏返しとして，高い消極的なイノベーションの拒否を

生じる可能性を指摘している 

7. Limitations and future research directions 

 コストの低い製品カテゴリで再検討する必要性 

 時間の経過を入れて，縦断的な研究を行う必要性 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0100
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0167487015001178?via%3Dihub#s0105

